
福井県内企業の経営者・経営幹部のための

新事業創出セミナー【全４回】
参加無料・事前申込制

経済・社会情勢が変化する中で、企業が持続的に成長を続けるためには、変化に合わせて商品や
サービスを開発するだけではなく、経営者や現場の社員の「発想・着想・想像」に基づいて、地域
や社会を「デザイン」することが重要です。

この度、県内企業の経営者・経営幹部向けに、将来社会を見据えた新規事業を「デザイン」する
能力を習得するセミナーを開催します。既存事業の延長ではない事業構想についての体系化した知
を有する事業構想大学院大学によるプログラムのエッセンスを、県内で初めて受講できる機会です。

日時 ：①11/8（火）②11/22（火）③12/1（木）④12/15（木）【全４回】
いずれも14:00～17:00

会場 ：第1回・第4回福井県繊協ビル ／ 第2回・第3回 オンライン
申込方法：下記のＵＲＬ又は右のＱＲコードよりお申し込みください。⇒

https://forms.office.com/r/ib14db9Hra

対象 ：県内企業の経営者、経営幹部
新規事業担当者（※経営者又は経営幹部が参加する場合にのみ参加可能）

参加条件：４回すべての研修に参加できる方に限ります。
新規事業や新分野展開を具体的に検討している事業者であること

定員 ：３０名（募集人数を超える応募があった場合は、選考で決定します。）

参加費 ：無料
主催 ：福井県（産業労働部産業政策課／創業・経営課）
問合せ先：TEL 0776-20-0364 メール sanroubu@pref.fukui.lg.jp

＜講師＞

事業構想大学院大学事業構想研究所 副所長 教授
慶應義塾大学ビジネススクール講師
中小企業大学校高度経営実践コース講師

東京藝術大学大学院修了。社団法人日本能率協会を経て、ビジネスをデザインで統合するコンサルティング事
業を創業。
株式会社日本総合研究所の設立に参画。地域開発プロジェクトや、土壌汚染修復、省エネ・再生可能エネル
ギーの普及、産業廃棄物適正処理などのプロジェクトに従事したのち、一貫して製造業の新規事業開発とサー
ビスモデル開発のプロジェクトリーダーを担う。
社員発の新規事業制度として、社内ベンチャーや社内ファンドの制度設計と運用、事業構想に対する指導や審
査などに関与。

丸尾 聰

カリキュラムのポイント

✓ 既存事業の延長ではない、将来社会を見据えた新規事業を
「デザイン」する能力を身に着けることができます

✓ 事業化、収益化に必要な顧客理解・仮説検証の
要点を学ぶことができます

✓ 事業リスクを最小化し、競合に勝ち続け、
自社組織が成長することまでを「仕組み化」するための
要点を学ぶことができます

https://forms.office.com/r/ib14db9Hra


事業構想大学院大学は、2012年に東京・南青山に開学した社会人向け大学院。経営管理ではなく、
事業の根本からアイデアを発想し、理想となる構想を考え、実現可能な構想計画を構築することを
目的としたクリエイティビティを重視しています。これまで多くの修了生が事業構想を実現させ、
注目を集めています。

■設置法人 学校法人先端教育機構
■研究科等 事業構想研究科事業構想専攻
■授与学位 事業構想修士（MPD）
■校 舎 東京（南青山）／名古屋（名駅）／大阪（梅田）／福岡（天神）／仙台（仙台駅）
■修業年限 ２年間

【第 1 回】
11月8日(火)

14:00～17:00
福井県繊協ビル

事業構想大学院大学独自の「事業構想サイクル」の基本コンセプトと概要を解説
します。
既存の経営学やビジネス書で紹介されている「新規事業」の方法との違いを理解
した上で、全４回の研修で「基本的なスキル」と「簡単な実践」を行います。

【第 2 回】
11月22日(火)
14:00～17:00
オンライン

「事業構想サイクル」の出発点である「発」「着」「想」を解説し、実践の要点
を学びます。
既存の商品やサービスからではなく、自分の問題意識や悩みから「発想」したり、
顧客や社会を観察から「着想」したり、未来の姿を「想像」します。

【第 3 回】
12月1日(木)

14:00～17:00
オンライン

「事業構想サイクル」の「フィールドリサーチ」を解説し、実践の要点を学びま
す。
発着想を起点にした事業構想は、顧客理解を深くし、仮説検証を丁寧にすること
により、事業化、収益化を果たせます。

【第 4 回】
12月15日(木)
14:00～17:00
福井県繊協ビル

「事業構想サイクル」が構想で終わらず、持続性を高めるための「ビジネスモデ
ル」を解説し、実践の要点を学びます。
マネーフローやキャッシュポイントの設計にとどめず、事業リスクを最小化
し、競合に勝ち続け、自社組織が成長することまでを「仕組み化」します。

＜カリキュラム＞


